
海外活動報告

特別研究 南アジア仏教遺跡の保存整備に関する基礎的調査研究

時jアジアに多数政る仏教追跡の保存3警官mに協力

し，文化財保護のïfliでの国際協力に~:与しようと

始まった当事業であるが.本年度も111，11o1立に引き
続き.仏教発祥の地イ ンドを対象に行なった。イ

ンドでの訓査はインド考古同の協力の下.石町寺

院を中心に，多数の仏教・ヒンドゥー教遺跡.陣

物館等を訪れ，遺跡;の現状，保存整備の手法 ・課

題等を司，11ft した 。 (メ~1J6I)i~~ . I大l回II( ニューデ リ ー ・ デリー械の修1~JンJi

タイにおける史跡の保全整備に関する研究 当研究所と京京大学工学部都市工学研究主および

タイ図チュラロンコン大学との共同研究として行われた「タイ国北部における大規悦!と跡の保

全整備を中心とした地域計画に|刻する研究」の現地部!査に上山tと高級が参加した。本研究は大

規模な史跡の保全推古iiiを悶辺の古1I市 ・地域を含んだ広j或的なj也j波発展計岡の中で位ii'，I:づけるた

めの百 I- jillj手 j去を確立する ことを目的としている。三か年制~:続の訓査であり第二年次である本年

度の訓査のうち，我々はスコータイ王l:UJの前者1Iスコータイを中心としてこれに|品JJiliする北部タ

イの者11市逝W1F. 寺院遺跡の保存挫11m状況を把Jtijする前査を分担した。スコータイはタイ政府が

1977-88年の1mにユネスコなどのJ"t:UJJを受けて雁史公悼lとして彼!原控11iiiした遺跡である。寺|淀

肋;を中心とする遺跡中級i}l)の復原整備が充実している反前! 王山 ・m住地区 ・城壁・域1"1.幼1:
などの.i:ii跡がなおざりにされているのが目立った。しかしラテライトやレンガを他造体とす

る迫十Iltの復原とそれらを区間するJ)/I:や池，周閣の芝止や他殺などによって悦成された遺跡全体

のjit観形成は配慮が行き!吊いていた。また 復原主主市mの|人j符を記録した判ifIT511:の刊行はされて

いないようであったが，公凶|付にある問主i:館に整11m前の写広が相当数保管されていることを確

認し1nたのは収挫であった。 (出i煩w:ー)

シンポジウム「変化の時代における歴史的都市の保護J 1991の初夏，カナダ・ケベ γ クにお

いて世界遺産として保設されている世界のJE史的者Ililiがあつまり IIIf.iIf:.みの保護司'i-t;{:;を制介し，

問題点を交換した。各地は保存ミj玉栄をJftJlliしているものの，観光や新鋭の建設との整合性をm
紫している。各地の.'JH'r'iが異なるので，必ずしも共通の理解は得にくく ，具体的な解決策を共

有するのも国主If:である。しかし大きい原tIIlはやはりjU並であり ，交流は立義深し、。シンポジ

ウムではケベックヂ1・吉を発し，交流の綱引続.共通の111)題は共同して解決，個々の問題は各地で

解決，を合;なした。|止YAi也p医者11i'行のネットワークを確立し， 日常(10な交流，情報の交換をする

体i1t11を匝lめた。参加l当H寺. 日本は|止耕地J主条約を批iHiしておらず，私はオブザーパーで参加|し

たが.]992年夏に日本は条約を批准した。 U:tll日1Iー)
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